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１．チェアマンの言葉 
 
 
 
 
    ～新価値流行通信の役割～ 
・・・時代が変動すると基準が変動する・・・ 
２１世紀の新しい企業像を創業次元を通して革新する。 
創業の真髄に新しい意味を与え価値発想の転換を促す。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
２００９年８月１８日１８時１８分１８秒発行の１８号です。 
 
前号にて、新価値とは、『真価・値』：『真価の値』である。 
と定めました。 
 
【流行発信】するコトによって 
  真価を問う。 
  真価を問われる。 
  自分の真価を顕す。 
    ～イマ、想うコトを伝える。 
    ～お前にしかできない。 
    ～名と責任において。 
    ～そのヒトのやり方で。 
 
新価値（真価・値）と新しい価値（付加価値）とは違う、 
重なりは、1/100（文字）であり、きわは、桁違いである。 
 
ではいったい、この違いは、どこにうつるのでしょう？ 
うつる：写る、移る、映る、遷ると漢字（感じ）変換されます。 
 
我々は、それを『ヤタのカ（鏡）にうつるとしたい』と想います。 
 
BE☆SEEは、ヤタのカ（鏡）の名かも知れません。 
 
マーブル状にマゼマゼしてお楽しみください。 
 

  

チェアマン平田からのメッセージ 



どこかズシンと来るものがあったら、是非ヘイズ銀座に来てください。 
 
（Ｃ）チェアマン平田彰彦 / 新価値流行通信クルゥ 
 
＜Ｈｅｉｚ用語解説＞ 
 
(1) ＢＱ：創業（者）のためのカイホウ技法＝快方技法～開放技法。マゼマゼ。 
  ＴＱ：創業（者）のためのカクシン技法＝核針技法～革新技法。ズシン。 
  ※ＶＱ＝ＴＱ/ＢＱ。ＶＱについては別途記載予定。 
   
(2) Ａ Ｂｒａｉｎ Ｃｏｒｅ（Ｒ）：創業者のミチを創るソフトウェア  
   
(3) 玉子：王子に特異点（特異＝魅力＋貴重）を表記。 
   玉護道：チェアマンの志・使命・経営道 
(4)ヤタのカ：ヘイズ三種の神器のひとつで自灯明法灯明を映す鏡である。 
  ※Ａ Ｂｒａｉｎ Ｃｏｒｅ（Ｒ）の:研究成果でもある。  
 
 



２．豊田廣志のエッセンス 

 
 



【古代のコトバ（18）】「ノ」とは 
 
 
現代に残存する古代文字のひとつが「カタカナ」。その４８文字は自然界の全てを顕すとい

う。。 
 

【ノ】 
変遷という意味です。様々な変化の姿を示します。接続詞としての意味はありません。 
 
現象界に現れた、目に見えない潜象粒子が、極限飽和まで進行するその姿という意味です。 
  
 
【情報提供：森本康彦】 
 
 
 
 
 
“森本解説【古代のコトバ】に寄せて” 
 
 
 
第１7回 【ム】は、六。六方に、無限に広がる大きい環境を意味する。 
とのことでした。 
「無」とは、ないけれど無限大である。 
「ム」には宇宙、哲学、そして生物の営みの、極みのようなものを感じました。  
            
第１８回は【ノ】です。 ○○の○○というように、「ノ」には「繋ぐ」、「結合する」とい 
うような意味を感じます。 
望む、逃れる、除く等、「ノ」ではじまることばにも結びつきの関係が表れて 
いるような気がするのですが、さて森本解説は？？？  
 
岡本朝子 
 

【古代のコトバ（18）】 「ノ」とは 



「運築（うんちく）川柳・狂歌」 
 
 

“ 結果在る 絡みほどけば 元が出る” 
 
text= Fusao Kashiwazaki  
----------------------------------- 
結果を見て、依頼された仕事だけをするのは簡単です。でもその 
結果だけを見たのでは作業はできません。 
 
見た目は同じでも、そこに至るまでの様々な 
理由が・・・ 
 
きょうはそんなお話です。 
 
 
『お願い、助けて！その１』 
 
 
ある日の午後、会社の電話がなりました。 
発信者の表示のない電話です。 
 
こういう場合は、仕事に結びつかない場合が 
多いのですが、今回はちょっと様子が違うようです。 
 
 
「あの、お掃除を手伝ってもらいたいのですが、 
女性を二人お願いできますか？」 
 
 
我社には女性のスタッフはおりません。どうしても、と言う 
場合は、外部のスタッフを頼みます。 
 
 
『当社には男性スタッフだけで、女性は 

  便利屋和尚の川柳   
「運築（うんちく）川柳・狂歌」 



いないのですが、どのようなお掃除ですか？』 
 
 
どうやらこのお客様、掃除は女性の仕事と思っているようで、 
男性に掃除をさせるのは申し訳ない、と思っているようです。 
 
お掃除の仕事はいつもさせていただいておりますので、 
その由をお客様に説明をして、伺わせていただく事に 
なりました。 
 
でもそのお客様、しきりに言います 
 
 
「あまりに汚くて、申し訳ないのですが、大丈夫ですか？」 
 
 
そして連絡先の電話番号をお聞きすると 
 
 
「電話が故障していて使えないの。 
今も公衆電話から電話しているのです。」 
 
 
（むむむ・・・どうやら訳ありの仕事らしいぞ・・・） 
 
お約束した当日、車で３０分以上かかる所のＤさん宅に 
伺いました。 
 
そしてそのお宅に入る前にビックリ！ 
 
（これはちょっと大変そうだぞ！） 
 
Ｂさんのお宅の玄関先から前庭まで、不用品と言うか 
ゴミと言うか、所狭しとおかれております。 
 
そして玄関を開けて、なおなおビックリ！！ 



 
玄関から中の部屋まで、いる物かいらない物か、 
何とも解らないものが山積み！ 
 
その高さはゆうに１メートルはあるでしょうか。 
場所によっては私の背の高さくらいあります。 
 
これは冗談ではなく真実です。 
 
リビングらしい？（山積みでわからない）入り口の 
扉はゴミ？で塞がれて半分も開きません。 
 
Ｂさん、不安そうな顔をして 
 
「大丈夫ですか？やっていただけますか？」 
 
どうやら数箇所の便利屋さんに問い合わせ・下見を 
してもらったらしい。 
 
そして金額面やその他の理由で、全て断られたようだ。 
 
「お願い、何とか助けて！ 
私一人ではどうする事もできなくて・・・」 
 
どんな仕事もお断りしないのが信条の我社です。 
ここでお断りする訳には行きません。 
 
お引き受けさせていただく事になるとＢさん 
 
「ありがとうございます。宜しくお願いします」 
 
とホットした顔になりました。 
 
 
長くなりますので、その後の片付けに関しては 
次回に・・・ 



 
＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠ 
 
「いつか貴方も年をとる」 一人暮らしの人の生活の知恵 
「独居力」発売中！ 
著者 柏崎 ふさお 
出版 ＰＨＰ研究所 
価格 １２６０円（税込み） 
解説 http://www.php.co.jp/bookstore/detail.php?isbn=978-4-569-70849-2 
 
＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠ 
 
<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<
<<<< 
 
〔執筆者〕 
 
株式会社便利屋おしょうネット 
代表取締役 柏崎 房男 
------------------------------------ 
˂ホームページ 
・この感動をあなたと共に“便利屋おしょうネット”全国展開構築中 
参加者・協力者・仲間募集中です!!  
 
˂関連記事 
・柏崎和尚ブレインシェア・レポート 
 
■新規オープンしました！ 
（株式会社便利屋おしょうネット）   
 



【 創業魂の創出 Vol.7】 中塚清 
 
 
Coming Soon 
 
文/中塚清（なかつか・きよし） 
 

  「中塚清 創業魂の創出 vol.7 」  by 中塚清 
 



横山東洋夫ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ ALONE TOGETHER Vol.9 「No6. 最近の若い者は...」 
 
 

 

 
横山東洋夫プロデュース / ALONE TOGETHER 
 
No6. 最近の若い者は... 
“ALONE TOGETHER” 
 
 最近、若い人達の活躍が目覚しい。ゴルフの宮里藍・石川遼、フィギュア・スケートの

浅田真央、野球の斎藤佑樹・田中将大・イチロー、モーグル・スキーの上村愛子、水泳の

北島康介、大阪府の橋下徹知事、全盲のピアニスト辻井伸行、女子レスリングに至っては

枚挙にいとまがない。彼らは恵まれた環境から巣立って、周りの応援をエネルギーに変え

て、頂点という次元の高いレベルで、自らのパワーを極限まで発揮している。一種、周囲

からもらったエネルギーをまとめて増幅する、エネルギー増幅器のようにも思える。 
 
 彼らにたった一つだけ、共通するものがある。それは『周りへの感謝』である。インタ

ビューの言葉の中に、それはよく表れている。高い次元に身を置いている人達は、周りの

パワーをもらって、成長していくことをよく知っているのである。性能のよいエネルギー

  横山東洋夫ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ ALONE TOGETHER Vol.9  
「No6. 最近の若い者は...」 



増幅器は、感謝という効率の良い潤滑油をうまく使っているかのようである。 
 
『最近の若い者は...』と言っている、我々の世代も、このような高い次元の若者達に対して
は、尊敬すら覚える。 
 
一方では正反対に、若者達が引き起こす様々な社会問題も、目に余るものがあるのは事実

である。その激しさは益々加速度を増しているようであり、人間世界は二極化へ向かって、

そのスピードを増しているのかも知れない。 
 
とりわけ、若者の負の部分を捉えて、『最近の若い者は...』と嘆く大人が多い。 
 
 団塊の世代を生きてきた者にとって、『最近の若い者は...』という言葉は、心の中で妙な
位地を占めているのではないだろうか。我々の少年期には、親の世代からは、よく『最近

の若い者は...』という言葉を聞いたものである。 
 
勿論、その言葉の鉾先は我々世代に向けられたものであり、ほとんどが“否定的な嘆き”

の意味を表わしていた。 
 
 団塊の世代の親達と言えば、戦争体験と青春時代を軍国主義に奪われてしまった、不幸

な時代を生き抜いてきた人々である。戦争へと突き進んだ、国家の歯車の中に身動きでき

ないほど取り込まれていた。生きるだけで精一杯の人生でしかなかった。我々が心に刻ん

でいる、『最近の若い者は...』という言葉は、親達の苦労を聞かされ知っているが故の、言
葉の重みをどこかで感じている。 
 
人生を六十年もやっていると、いつしか人間世界の道理を、少しは分ったような錯覚もあ

るものだ。ついつい若い人達の理解できない行動に『最近の若い者は...』と、言いたくなる
のも、何か分るような気がする。 
 
しかし、ここでちょっと立ち止まって見よう！ 
 
若者達からは大人はどのように映っているのであろうか。『人の話を聞かない。古い自分の

意見を押し付ける。ゴミはポイ捨て。ルールは守らない。政治家・官僚は腐敗しきってい

る。』決して、威張れたものではない大人達も多いことは確かなようだ。ここのギャップが、

なかなか埋まらないために、断絶の時代はミゾを深くしている。ニワ鳥が先か卵が先か、

その原因を、お互いが相手のせいにしたがるものだ。 
 



  
 
 古代ギリシャの哲学者プラトンは、「最近の若者は、何だ。目上の者を尊敬せず、親に反

抗、法律は無視、妄想にふけって、道徳心のかけらもない。このままだと、どうなる？」

と、言ったそうで、大人が先か若者が先か、どちらにしても、人間世界の永遠のテーマの

ような気がする。 
 
 さて、嘆いてばかりはいられない。大人も若者も同時に解決する方法はただ一つ、それ

はいつどのような時にも、相手を認め、周りへの感謝に気付くことである。 
 
人間は一人では生きられないのである。 
 
ALONE TOGETHER．．． 
 
周りの人々を、エネルギーに変えて．．． 
 
（齋藤廣一） 

 
■著者プロフィール 
齋藤廣一、1949年 10月生まれ、59歳 
1971-2000年、外資系コンピューター会社勤務。 
ハードウェア・エンジニア、コンサルタント等を歴任。 
2000年に退職後、株式会社さくらまねきを設立。 
WEBシステム制作業に従事するかたわら、占星術を研究。 
占術研究家として、全国に多くの教え子がいる。 
最近は、人材育成に心血を注い 



横山東洋夫 「ALONE TOGETHER 命のコトバ」vol.5 
 
 
 

イノチの言葉 

 
 

八月や 生き物の声聴いてをり 

 

銀座三四郎 
 

  横山東洋夫 「ALONE TOGETHER 命のコトバ」 vol.5 
 



今月の特集 
１．チェアマンの目 第 14回 ヤタのカ（鏡）  
 
 
チェアマンの目：ヤタのカ（鏡） 
 
世の中が、変動し、夏休みのまっただ中、この一ヶ月のチェアマンの目。 
 
7/15 日ざしがとっても眩しい。 
7/17 社中とコンセンター 
7/21 強風に吹かれるけど大丈夫。 
7/21 ＧＣＣ銀座混声合唱団 団長からのメッセージ 
7/21 仕事とはでっちあげるモノだ！ 
7/22 東か？錬金術 
7/23 ヤッタが価値報告 Ａ Ｂｒａｉｎ Ｃｏｒｅ（Ｒ）商標登録証 
7/24 シェアオフィス：シェア（・リング・）オフィス 
7/27 ＴＱ：あなたは商売人ですか？仕事人ですか？ 
7/27 創源プロジェクト：共通のタイトル「とうふのかど」 
7/29 仕事の発生者 
8/30 兆しのお知らせ：ヤタのカ（鏡）/ＧＣＣ/ライブショウ 
8/03 自由研究！！！ひとつ『とうふのかど』 
8/10 無言 
8/11 夏休み 
8/17 チャンス・オペレーション 
 
２００９年７月１５日に何かのエネルギーが地球に降り注いだと思う。 
イマ、無言にヘイズ三種の神器をつらつらとカムカエル。 
 
「ヤタのカ」：ヤ（ッ）タが価値 
「ケタのチ」：ケタちがい（桁違） 
「〇〇の△」：？？？？ 
 
チェアマンは、3つの神器が見たくなった。 
 
そのひとつ、Ｈｅｉｚヤタのカ（鏡）は、 
自灯明を映す・写す・移す鏡であることは間違いない。 

  チェアマンの新価値の目 14 回 ヤタのカ（鏡） 



 
虚虚実実⇒シワザとシコウでシゴトにする、名と責任において。 
そのずっーと、止揚＝正反を重合させた別上次元のステージがある。 
 

 

 



４．編集長・渡邉からの夏（８月）のお題 
 
 
 
 
 



ＧＣＣ劇場 徒弟制度シリーズ『銀座のなべ』 
 
「銀座のなべ」第１部は前号で完了しました。このあと「なべちゃん」はどうするのか？ 
 噂によると、武者修行の旅に出たとか、実家に帰ったとか。。 
「銀座のなべ」第２部はあるのか、ないのか。。なべちゃんのその後に想いを 
 馳せつつ、一度ＢＥ☆ＳＥＥ上からさようなら。 （監督） 
 
バックナンバー １話 ２話 ３話 ４話 ５話 ６話 ７話 ８話 ９話 １０話 
１１話 １２話 １３話 
 
˂関連記事・・編集長のオタクのメ vol.03「劇場版 超･仮面ライダー電王＆ディケイド  

～NEOジェネレーションズ 鬼ヶ島の戦艦～」  by渡邊孝典 
 
  



【 ヘ イ ズ・コ ラ ム 】・・・Heiz会員による連載コラム 
 
 
【亜希菜のコラム vol.16】はちといち＝Ｂｉｅｎｅ und Arche   岩橋亜希菜 
 
 
Titel はちといち＝Ｂｉｅｎｅ und Arche 
 
暑い夏がまだ続いています。緯度が１度ほどずれてしまったのではないか？ 
と思うほどにスコールのような雨をはじめとして熱帯的な顔を見せる最近の気候です。 
 
この高温多湿な夏を乗り切るために、かつての日本家屋は「夏向き」につくられていまし

た。 
町の形態も風が通る程度に集まって、庭や生け垣や塀などにも空調的な知恵があり、穏や

かな日本の気候と寄り添って 
い来る姿勢が見て取れます。 
 
しかし、効率性を高めるためとして密集して活動し、生活する時代になって町も高密度化

し風の通う余地もなくなり 
空調機を前提とした高気密高断熱が必須の建築形態が常識のようになって行きました。 
 
さて、今のようなエアコンができたのは 1930年頃、そして鉄とガラスの壁による建築が作
り始められたのも 1930年ころです。 
これは均質で水平性を強調した「インターナショナルスタイル」という建築がオフィスビ

ルを中心に広がった時代でもあります。 
建築史の中心がオフィスビルに移ったことは、便利さと経済性、つまり「余計なエネルギ

ーを使わずに、素早くその場を済ませること」が 
我々の時代唯一の物差しとなっていったことを物語ってはいないでしょうか。 
 
こうして、どこでも同質で白く明るい便利な箱は、オフィス、病院、住居と至る所に広が

り、 
 
本来安らぎの場、学びの場、仕事の場にはそれぞれ異なった環境がもとめられている筈な

のに、 
 
今では学校も工場もすべて同質の景色になってしまったように見えます。 

  亜希菜のコラム vol.16 はちといち＝Ｂｉｅｎｅ und Arche 
岩橋亜希菜 



 
このような意識の空気を呼吸しているうちに我々は、地域の特性も顧みることをせず、 
 
多様性が面倒なこととして無視してきたのではないでしょうか。 
 
多様性享受の問題とそれを受けた第３の建築の系譜は無いわけではないのですが、 
大きな潮流のなかであまり一般に意識されることはありません。 
 
これについては項を改めるとして、 
 
 
時代を表現する建築の様式と意識の関係を 
こうして見てみると、環境の変化の前に我々の意識の変化があることに気付かされます。 
 
 
そしてその変化した環境が私たちや周囲のものに影響を与えている。 
 
たとえば蜂は本来自ら消費する分の密しかつくらないのだそうです。 
それが人と暮らすことによって過剰な蜜を、つまり我々人間のために生産するようになっ

たのだといいます。 
 
つまり環境に対峙できる存在＝人間がいるからこそ進化若しくは変化があるのだと考える

ことができます。 
 
 
先に書いたような建築を見る時、その様相は 
あたかも建築が自らの殻を閉じ外界との係わりをつくることができない、若しくは放棄し

てしまったようです。 
 
そんな自閉症的な建築が今や我々の環境になっていると考えると、現代の病気、世界の問

題が見えてきます。 
 
 
何を思い、如何に行動するか問われる時代が鉢の姿と建築の様相の中に 
明快に見えてくるように思います。 
 



亜希菜 
 
------------------------------- 
Heiz銀座 
・亜希菜さんの銀座オフィス。 
亜希菜さんホームページ 
・Heiz銀座の会員紹介ページ。 

 

■Heiz 新価値流行度★★★★★ 

病気の根源がよく見えます。。（編集部） 

 
■関連記事・・山本さん、平賀さんの記事にジャンプ。 



【ストリート大学 vol.13】革命  山本貴美江 
 
 

革命 

 

 

草木の成長は  

ゆっくりすぎて  

眼では追えない  

 

 

ほんとうの進化とは  

とてもゆっくりと  

すすむ  

 

 

真の革命も  

そのくらいゆっくり  

起こさなければならない   

  ストリート大学 vol.13 革命 
山本貴美江 



 

 

kimie 
--------------------------------- 
山本貴美江プロフィール 
 
新宿歌舞伎町で飲食業を営む家庭に生まれる。新宿に生きる人々の姿を「新宿路上俳句」

として顕す。一方、システムエンジニアとしてもその手腕を発揮している。詩の言葉とシ

ステム開発の２つの方法で「社会のひずみ」を解放することを志す。社会システム開発ラ

ボ バイザシチズン・ＮＰＯ救急救命バイザシチズンの代表を務める。 
 
LINK 
˂バイザシチズン・ホームページ 
 
˂歌舞伎町曼荼羅 
・Heiz プロジェクトにも関わりが深い鈴木富司氏が主宰する「寺子屋塾」で山本さんは執
筆をされています。 
 
---------------------------------- 
˂˂˂˂ 新宿レクイエム ˂˂˂˂ 
～新宿の戦後６０年の無形の暗黙知文化をすくい取り、街に沈殿した思念の解放を目指す

表現活動～  
 
◆Vol.1 < 街 >（約４分３０秒） 
※上記がうまく見られない方は、画質が劣化してしまいますがこちらでご覧下さい。 
 
◆Vol.2 < 記憶 >（約４分５０秒） 
※上記がうまく見られない方は、画質が劣化してしまいますがこちらでご覧下さい。 
 
◆Vol.3 < 男 >（約３分３０秒） 
※上記がうまく見られない方は、画質が劣化してしまいますが◆こちらでご覧下さい。 
（写真撮影：太宰敏雄 / 映像製作：山本貴美江） 
--------------------------------------------- 



 
˂Heiz新価値流行★★★★★ 



【今日から始める生活達人 vol.15】寿命さらに長く   平賀初惠 
 
 
寿命さらに長く 
 
 日本人の平均寿命は女性 86.05歳、男性 79.29歳と更に長くなり、女性は 24年連続で 
 
世界一、男性は世界第 4位です。（2008年厚労省「簡易生命表」より） 
 
ちなみに、第 1回統計(明治 24‐31年)では男性 42.8歳、女性 44.3歳と「人生 50年」でし
た。その後、第８回統計(昭和 22年)では男性 50.06歳、女性 53.96歳と、50歳を超えたの
は戦後です。昭和 35年に男性 65.32歳、女性 70.19歳と、女性は１０年余りで 
 
７０歳を超え、更に半世紀足らずのうちに女性の平均寿命は８５歳に達しました。 
 
「人生 50年」だった頃の２０代は何を考えていたのかな。 
 
３０代はどんな顔つきをしていたのかな。 
 
４０代は老後の暮らしの心配をしていたのかな。 
 
 
「少子化」と「高齢化」が同時進行の日本では、『高齢期をどのように生きるか』と『少な

い働き手で、高齢者をどのように支えるか』は、個人と社会の大命題です。 
 
１０年後、２０年後、 
 
どんな生活をしているのか、どんな生活がしたいのか。 
 
親や子供達はどんな生活をしているのか、どうなるのだろうか。 
 
ネガティブな事を考えても始まりません。今、できることをしておくだけです。 
 
◇周りの人たちに迷惑をかけないためにも、今から「健康」を心がけたいな。 
 
◇永い永い自由な時間「生きがい」「本当にやりたいこと」今から真剣にみつけたいな。 

  今日から始める生活達人 vol.15 寿命さらに長く 
平賀初惠 



 
◇できる範囲で、今から「経済準備」もしておきたいな。 
 
 
-------------------------------- 
 「かれ枯渇ない財布を持とう！」 
 平賀 FP事務所 
  ファイナンシャルプランナー 
平賀 初惠 
 連絡先：TEL＆FAX 03-5634-4339 
E-mail： hiragafp@r-pridea.com 
˂平賀さんの HPです˔ 
˂平賀さんが主人公の漫画です˔ 
˂関連記事 
・平賀さんＧＣＣ資産設計講座へ GO！ 
 
˂Heiz新価値度 
 
 
 



【中場満の痴観妄想(ちみもうそう)コラム 12】余裕のポン 中場満 
 
 

－『余裕のポン』－ 
やぁ諸君、ご機嫌いかがかね？ 

 
ついに８月がきた。 

 
巷では、子供達が夏休み真っ只中である。 

 
そういえば、通勤に利用する電車内でも 

家族連れを多く目にする。 
 

つい先日も電車の中で、 
幼い姉妹を連れたお父さんとお母さんの親子連れに出会った。 

 
女の子たちは車内で算数の遊びをしていた。 

 
小学校低学年位と思われる姉が足し算の問題を出し、 

就学前と思われる妹がその問題に答える。 
 

何気なく姉の出す問題を聞いていると、 
就学前の妹には難し過ぎると思われる問題が含まれている。 

 
だが妹は、何と全て正しく答える。 

 
しかも、一か八かのギャンブル的な回答の仕方ではなく、 

自信を持って答えているように聞こえる。 
 

すっ、すごい。 
 

天才少女だ。 
 

きっと、親が英才教育を施しているのだろう 
と思いながら妹の方を見る。 

 

  中場満の痴観妄想(ちみもうそう)コラム 12  余裕のポン 
中場満 



すると何と、妹を抱っこしているお母さんが 
その耳元で答えを教えているではないか!! 

 
うっ、騙された・・・ 

 
感心した私が甘かった。 

 
何だか、実に悔しい。 

 
そう思ったら急に、 

今まで気にならなかった姉妹の声が 
大き過ぎると感じられてきた。 

 
そして、 

車内なんだからもう少し小さい声で遊ぶように注意しない 
姉妹の親が腹立たしく思えてきた。 

 
すると、姉妹の父親が、車窓越しに空を見上げながら、 

「天気が悪くなってきたなぁ～、雨が降ったら嫌だなぁ～」 
と姉妹の母親へ言っているらしき言葉を発した。 

 
だが、何とその声が非常に大きい。 

 
なるほど、この親にしてこの姉妹だ。 

 
どうやら声のでかいのは遺伝のようだ。 

 
しかし、だからといって公共の場である車内で 
大声で騒ぐことが許される訳ではない。 

 
実際、姉妹の背後側にいる初老の紳士は 
ちょっと迷惑そうな顔をしている。 

 
だが、姉妹の両親は一向に子供達を注意する気配はない。 

 
仕方がない・・・ 



 
ここは私の出番だな、と意を決め一言。 

 
「そこの親子連れ、やかましいぞ!!」 

 
と心の中で強く強く念じると共に、 

この親子連れが直ちに下車することを妄想した。 
 

するとどうだろう、 
その親子連れは黙って次の駅で下車するではないか。 

 
どうだい？ 流石だろう。 

 
この勇気と熱念が親子連れを動かしたのだ。 

 
やはり、妄想は世の中を救うものだ。 

 
フッ、フッ、フッ・・・ 

 
さて、今年も８月になった。 

 
だが、今年の夏は、 

局地的な集中豪雨や、梅雨の明けない長雨、 
竜巻の発生、地震といった異常気象が起こっている。 

 
とはいっても、８月はやはり「暑い」。 

 
夏に違いはない。 

 
ところで、「暑い」繋がりで思い出したが、 
私の知人に心の熱さを感じさせる男がいる。 

 
念のために断っておく。 

 
暑苦しいの「暑さ」ではなく、 
厚顔無恥の「厚さ」でもなく、 



熱血・熱心・情熱の「熱さ」だ。 
 

いや、見た目は厚くて、少し暑いかも知れない。(失礼) 
 

ちなみに、どんな見た目かというと、 
地球の赤道付近の島々に住む南方系民族のように 
日本人離れをした容姿をしている感じだ。 

 
つまり、時間を気にせずおおらかに育った豊かな肉体と、 
太陽の光で妬けた黒くて凛々しい顔立ちをしている。 

 
見様によっては、 

クマの縫いぐるみのようにも見える。 
 

その愛くるしい瞳に見つめられたら、 
蛇に睨まれた蛙のようになってしまう。 

 
んっ？ なんか例えがおかしい・・・ 

 
でも、まっいいだろう。 

 
そんな彼は・・・ 

 
やっぱり厚いし、暑い。(再度失礼) 

 
だが、彼の心は熱い!! 

 
そんな心が熱くて、見た目が厚くて暑い彼のことを、 

『ホット』と呼ぶことにしよう。 
 

んっ？ ちょっと待て。 
 

ホットでは何だか落ち着いた感じがして、彼には相応しくない。 
 

そうだ、彼のシンボルとも言える豊かな肉体(お腹)から発せられるであろう 
肉体音の『ポン』と呼ぶことにしよう。 



 
そんなポンは、 

「祭(御輿)」と「太鼓」と「バイク」をこよなく愛する。 
 

一体、なんでポンはこれらのものを愛するのであろうか？ 
 

もしかしたらポンは、 
ムフフな踊り（祭）？ 
エヘヘなリズム（太鼓）？ 

ウッシッシッなツーリング（バイク）？ 
が好きなのかも知れない。 

 
すっ、すまん。 

 
真面目に考えよう。 

 
「祭(御輿)」と「太鼓」と「バイク」には、 
何か共通点でもあるのであろうか？ 

 
う～～～ん 

 
おぉ、そういえばこれらは何れも、 
自己陶酔し易いものといえる。 

 
もしかしたらポンは、 

御輿を担いでいる格好良い自分、 
太鼓を叩いている格好良い自分、 

風を切ってバイクで走る格好良い自分、 
を妄想し酔いしれているのかも知れない。 

 
ということは、 

ポンは、いわゆる「ナルシスト」ってことか・・・ 
 

う～～～ん、何か違う気がする。 
 

格好良さに陶酔しているポンは、全く想像がつかない。 



 
他に理由があるはずだ。 

 
そう言えば、 

祭の掛け声、太鼓の音、バイクのエンジン音からは、 
何か大きなエネルギーを感じる。 

 
ということは、 

ポンは、このエネルギーを感じ取り、 
心が惹きつけられてしまったのかも知れない。 

 
なるほど・・・ 

 
ナルシストよりかは現実味がある。 

 
だが、誰でも「祭(御輿)」と「太鼓」と「バイク」に 

心が惹きつけられてしまうのであろうか？ 
 

ポンを見ていると、何か必要不可欠な素地があるように思える。 
 

ポンが持っている素地とは何であろう？ 
 

もしかしたら、ポンは、 
「集中力」と「余裕のある心」を巧みに使って、 

熱くなっているのかも知れない。 
 

確かに、これらのものに心が惹きつけられるには、 
喧嘩や失敗、事故といったものを怖れない集中力と、 
その場に応じて臨機応変に行動する心の余裕が 

不可欠のように思える。 
 

実際に、ポンからは、 
心も身体(お腹)も余裕がある感じがする。（度々失礼） 

 
急くことの多い今の時代、 

「ゆとり」や「あそび」といった心の余裕を持つことは良い。 



 
だが、健康面でメタボ体型が注意されている今の時代、 

身体(お腹)の余裕には気を付けよう。 
 

さて、もう他に理由は無いだろうか？ 
 

そう言えば、ポンは「映像」も好きだ。 
 

もしかしたらポンは、 
映像に撮られたときの自分を意識して 
熱くなるものを決めて入るのかも知れない 

 
御輿を担いでいる格好良い自分をイメージ。 
太鼓を叩いている格好良い自分をイメージ。 

風を切ってバイクで走る格好良い自分をイメージ。 
 

ということは、 
ポンは、やっぱり「ナルシスト」ってことか・・・ 

 
うん、間違いない!! 

 
それじゃ、ポン！ 

私を格好良く撮ってくれないかい？ 
 

その時、急に激しい雨が・・・ 
 

異常気象が続いている今年の夏だが、 
余りにもタイミングが良すぎる。 

 
もしかして、これがポンの気持ちってことかい？ 

 
ハイ、ハイ、分かりました。 

もう、撮ってくれとは言いませんよ。 
 

でっ、次は何に熱くなるんだい？ ポン。 
 



まさか、夏バテ防止に「焼肉」ってか？ 
 

余裕だねぇ～。 
 

（日常評論家 中場満）   
 
--------------------------------------------- 
覆面ライター中場満（ちゅうば・みつる）こと 中林猛季プロフィール 
・知財コンサルティングのエキスパート。Heizにはナカバマンがついている！ 
「自分のビジネスの価値は何？その価値はいくら？価値が見えるから、適正な値付けが出

来る。 
あとはその価値をお客様に見せるだけ・・・だから、理由のない値引き競争や値下げ競争

には巻き込まれないでください。」 
 
˂LINK 
AUCH!漫画 
・ナカバマンの漫画です˔ 
˂Heiz新価値流行度★★★★★ 
 
「打ち出のポン」 
 
 
ポン、ポン、ポン 
 
ポンジュース？ 
麻雀？ 
太鼓の音？ 
 
ポンっと鳴った花火がキレイだな～♪ 
あっ、それはドンか。。。 
（でもドンってのも合ってるかも。） 
 
あっ、突然すみません。 
何の話してるかって？ 
それはもちろんこの話しですよ。 
 



http://heiz.jp/besee/member/nakabayashi/index.html 
 
「ポン」と聞いた時から、頭の中で「ポン、ポン、ポン」てリズミカルな音と、 
それに合わせて太鼓を叩くポンが浮かんで離れないんです。 
 
 
「祭(御輿)」と「太鼓」と「バイク」。 
 
バイクに跨り、行く先々で太鼓を叩き、祭りに参加（その場を祭り）にしちゃいそうなポ

ン。 
 
話し掛けると次から次へとポンポンとその身体（お腹？ 失礼！）から 
アイディアと元気をくれそうなポン。 
 
 
そうか、ポンは「打ちでの小づち」なのかもしれない！ 
しかもそれを出すタイミングを狙っている（美味しいタイミングを狙っている！）のかも

しれない！ 
 
 
さりげなくバイクで表れ、こっちで「ポン」と元気を出し、あっちで「ポン」とアイディ

アを出し。 
 
今度はいつどこで何を出してくれるんだろう？？ 
 
ワクワク、ドキドキ！ 
 
妄想見習編集長 
 
 



【瀬波慎太郎の書き下ろしシリーズ vol.2】 coming soon 
 
 
------------------------------ 
˂瀬波慎太郎（井貫裕文）プロフィール 
この世をしのぶ仮の姿（？）は浅草のゲタ屋さんであり 
店舗運営和雑貨商品コンサルタントとしても活躍中。 
だが、その真髄は「文章」にあり。 
今月から「書き下ろし小説」をいよいよＢＥ☆ＳＥＥに掲載！ 
 
˂ＬＩＮＫ 
・株式会社 YOU-BI(遊美） 
井貫さんのゲタ屋さん。浅草のいい感じの路地にあります˔ 
・「遊美なげた物語」アウチ漫画 
「瀬波慎太郎」とのペンネームを持つ井貫さんの２ページアウチ漫画。 
˂関連記事・・満月と言えばチェアマン。こちらへジャンプ！ 
˂バックナンバー 
井貫裕文の文章講座 
 
 
 

  瀬波慎太郎の書き下ろしシリーズ vol.2 coming soon 
                                       瀬波慎太郎 



【PCオレンジのパソコンよもやま話 vol.15】coming soon  長尾卓哉 
 
 
Coming soon 
 
 
 
 
˂長尾卓哉プロフィール 
岐阜県生まれ。パソコンをはじめ、写真・CG製作・料理・マジック・演劇・教育など多彩
な才能を持つマルチ・タレント。子供から高齢者まで、どんな人にも使いやすいパソコン

環境を世の中に構築していくことを志し、（有）PC オレンジを設立。パソコントラブルの
出張サポートを中心に、人々にパソコン・ワールドを優しく説いていく活動を続けている。 
˂LINK 
PCオレンジ 
・PCオレンジのホームページ。 
◆パソコン出張サポート業務・法人保守・個人指導 
◆有限会社 PCオレンジ 
◆代表取締役 長尾 卓哉（ナガオ タクヤ） 
◆電話受付：9時～21時 日曜定休日 
◆TEL：03-3335-8656 
 
 
 

  ＰＣオレンジのパソコンよもやま話 その 15 
coming soon                     長尾卓哉 



【音でつづるマイストーリー 第３回】「メヌエット」（アダム・クリーガー） 天
宅しのぶ 
 
 
「メヌエット」（アダム・クリーガー） 
 
menuet.mp3 
今回は自作曲ではありません。バロック時代のクリーガーの有名なメヌエットです。 
ピアノを習っていたことがあればご存知の方も多いかと思います。 
小学生時代にはレッスンで随分作曲したはずですが、 
宿題として作ったものにはもう、あまり印象に残ったものがありません。 
この曲は、幼少の頃、おそらく TVから流れる流行歌以外で最初に強く心に残った曲で 
す。 
幼稚園か、小学校にあがってすぐぐらいだったと思います。 
昼ドラの「ポーラ愛の劇場」のテーマソングがそっくりで、当時面白がってよく弾い 
てました。 
（完全に頭四小節同じ、いいのかなぁ？？） 
この曲、このバランス！！完璧です。 
低音と高音のメロディの動き、広がりと収縮、流れと調和、完璧に美しい！ 
この曲はたった二声の音の動きだけで、和声（和音の伴奏）はありません。 
でも二音の間には実はちゃんと和声が存在していて、それは、鳴らしてしまうよりも 
鳴らさない方が、よりその存在感が顕れるのですよ。 
低音パートを通奏低音として、潜在している和声を鳴らすとどうなるか、 
menuet2.mp3 
・・・、これじゃぁなんだか「げんなり」なんです。実音が鳴りすぎ。。。 
これら内声の音は、「聞く」のでなく「感じ」たい。 
無駄のない必要最小限の音は、鳴ってない音を、実際に鳴らす以上に顕すことができ 
るんですね。 
足し算で作られた流行歌などとは全然違う仕業にノックアウト、であります。今もな 
お、ノックアウトであります。 
 
文/天宅しのぶ（あまやけ・しのぶ） 
 
------------------------ 
˂天宅しのぶプロフィール 
京都市生まれ。父親が囲碁棋士という数奇な家庭環境の中で育つ。 

  音でつづるマイストーリー 第３回 「メヌエット」（アダム・クリーガー） 
天宅しのぶ 



幼少の頃から音楽の英才教育を受け、同志社女子大学音楽学科に進学後、 
レストランなどでピアノを弾くアルバイトを始める。この頃から「ジャズ」にも目覚め、 
多くのライブ活動に没頭。卒業後は任天堂に就職、スーパーファミコンなどの 
ゲーム BGMを多数作曲する。 
退社後、上京してからしばらくはジャズヴォーカルに専念。現在はプロの 
ジャズヴォーカリストとして銀座・六本木・赤坂などのラウンジやライブハウスで 
毎週ライブを行っている。また多種多様な音楽をクリエイトする音楽制作会社 
「AMKミュージック」の代表を務める。音楽の持つ「力」でそれを聴く人々を 
幸せにしていく、という志を持つ。天竺バントのヴォーカルでもある。 
˂関連記事 
・写真で自己表現・太宰さんのページに GO! 
・折り紙で自己表現・鍋島さんのページに GO! 
・風船で自己表現・山北さんのページに GO! 
・漫画で自己表現・青木さんのページに GO! 
 
ƴHeiz新価値流行度★★★★★ 
 
˂バックナンバー 
☆ 音職人の風景 第１話～第８話 ・・天才音楽家が若き日々を繊細なタッチで振り返っ
ています。 
˂LINK  
天宅しのぶＨＰ 
・ジャズボーカリストとしての天宅さんのホームページです˔ 
˂AMKミュージック業務内容 
ˈ任天堂 DS等のゲーム BGM制作 
ˈ携帯電話の内蔵着信メロディ制作 
ˈ各種音楽データ制作 
ˈ声優・ミュージシャン演奏手配・録音など 
˂実績 
Docomo＝N902iX-HighSpeed 
Docomo=N703iD（佐藤可士和モデル） 
の両機種の全内臓着メロ制作 
au=W52SH 内臓着信メロディ制作 
au=MEDIA SKIN（吉岡徳仁モデル） 
任天堂 DS 
「ポケモンレンジャー パトナージ」BGM制作 



「ミラクル小学１年生」（学研）BGM＆効果音制作 
˂天宅しのぶ得意技 
「モノのイメージを顕す曲作り」 
任ˈ堂の入社試験。  
「絵を見て３０分以内にイメージに合う曲を作って楽譜を作る」  
彼女の場合、絵を見て、パッパッパッパ、と音が浮かぶ・・。  
こういう能力にずば抜けている。  
例えば携帯電話の音作りの実際のお仕事では 
携帯のデザインコンセプトを聞いて、実際携帯を触り、眺め、 
イメージを右脳でつかんでそれを音にするのがまず速い。。  
それを担当者が聞いて「もっと丸い音」とか「もっと深い音」などと 
いう要求（イメージ）を拾い修正を加えることがさらに速いのである。  
曲作りW速・・・とでもいいましょうか。。 
 
 



【スッキリ・コラム vol.13】coming soon 小松易 
 
 
 
---------------------------- 
文/小松易（こまつ・やすし） 
スッキリ・ラボ代表 かたづけ士。 
˂スッキリ・ラボ/ 専門家による「整理・整頓」コーチングを日本で初めて「個人向け」に
対応させる。 
その活動は個人向けだけに留まらず、今や企業研修、講演、出版など多岐に渡っている。 
一度見たら絶対忘れない小松氏の特徴ある風貌は銀座創業 AUCH!漫画の中でもダントツ
のキャラクターのひとつである。 
˂LINK 
スッキリ・ラボ HP 
・スッキリテクノロジーが満載。お申し込みはコチラへ˔ 
かたづけ士の整理・整頓日記（ブログ） 
・思わず笑えるスッキリ視点での面白ネタ日記だよ˔ 
AUCH!漫画 
・小松さんの AUCH!漫画˔この顔はどこかで見たことがあるはず。。 
Heiz銀座 
・イベントが盛りだくさんの小松さんの銀座オフィス。遊びにきてね˔ 
BE☆SEE過去ログ 
・創刊号での小松さんのインタビュー記事。小松さんってこんな「脳力」があるんだって

わかるよ˔ 
 
˂ 
 

  スッキリ・コラム vol.13 coming soon 
小松易 



【だちょう牧場のお絵描徒然 vol.14】大空への思い だちょう牧場 並木屋 
 

 
 
 

  ダチョウ牧場の絵描き徒然 vol.14  大空への思い 
だちょう牧場 並木屋 



アウチ創業メンバー、だいだい＠だちょう事 
だちょう牧場 並木屋   代表  並木 大治 
 
〒352-0015 
埼玉県新座市池田３－７－１６ 
TEL/Fax 048-478-5546（代） 
E-mail：ｄaidai@plum.ocn.ne.jp 
Blog：コチラをクリック 
 
☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

■Heiz 新価値流行度★★★★★ 

・なんか・・いいなー。。。。（編集部） 
 



【アニマル馬場の１３文キック vol.11】coming soon   馬場誠之 
 
 
----------------------------- 
˂馬場誠之プロフィール 
井上陽水をこの上なく愛する東京生まれ東京育ちの江戸っ子である。 
「飲み会企画」のプロで馬場さんにまかせると何もかもが流れるように上手く行くし、 
何はともあれ馬場さんと飲むと楽しい！！アニマルデザインスタジオの代表を務める。 
˂LINK 
アニマルデザインスタジオ 
・馬場さんの会社のHP 
Heiz銀座 
・イベントが盛りだくさんの馬場さんの銀座オフィス。 
 
 

  アニマル馬場の１３文キック vol.11 coming soon 
馬場誠之 



【モノ（者）が気になってしかたがない！第十五回】 ひかりのはなし   太

宰敏雄 
 
ひかりのはなし 
 
text/photograghy= TOSHIO DAZAI 
-------------------------------- 
こんにちは。写真とデザイン TongKungのダザイです。 
今回はタイトル【ひかりのはなし】です。 
 
 

  モノ（者）が気になってしかたがない! 第十五回  
ひかりのはなし                            太宰敏雄 



１）星の降るような、夏のある夜。。 

 



２）草のしずくより生まれた光は、一斉に草むらを飛び立ちます。 

 



３）１つの場所を目指して、、 

 




